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の標的はミトコンドリア ATPase自身ではないと推察した。 ~'OH処理細胞においては， protein kInase 
C(PKC)の活性化因子であるジアシルグリセロールが有意に減少する--.)i，PKCの活性化能を宵する細胞
膜透過性ジアシノレグリセロール誘導体がドOHの作用のすべてを相殺しうる事実から， PKC依存性の細胞内
情報伝達系がミトコンドリアATPase活性の制御に関与する可能性について指摘するに至った。
以上のように，本研究の成果は微生物化学に含まれる広範な分野において寄与するところが大きく，博
士 (1里学)の学位を授与するに値すると審査した。
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